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ひといき まちがいさがしちょっと 左右でちがう箇所は全部で７個！
見つけられるかな？

答えは裏面下にあります

「給料が上がる日本経済」を取り戻そう！
　日頃より「歩む会」の皆さまには、温かいご支援を賜り、心
より感謝申し上げます。皆様のおかげさまで、本年７月に「国
会議員活動22周年」を迎えることができました。今後も初心
を忘れることなく、地元の参議院議員として、また国民民主
党幹事長として、今まで以上に努力精進して参ります。引き続
きのご指導ご鞭撻の程よろしくお願い申し上げます。

　約30年もの間、給料が上がっていなかった日本ですが、今
年になって景気が上向き、賃金も少しずつ上昇してきました。
エネルギーや原材料価格の高騰に伴う物価の上昇が賃金上
昇を上回り、一部で可処分所得が未だ伸び悩んでいる現状
もありますが、来年、再来年、と粘り強く「賃金の上がる日本
経済」を取り戻すための具体的な施策を「政・労・使」で考
え、実行し続けることが大事です。継続することで、中小零
細企業や地方にも所得アップを引き起こさなければなりませ
ん。民間の給料が上がれば、人事院規則に則って公務員の
給料も上がり、マクロ経済スライドのルールで年金も上がりま
す。今こそ、日本の総力を結集して、家計を潤し、個人消費を
向上させ、「対決より解決」の姿勢で景気の好循環を取り戻
さなくてはなりません。

増税はダメ！景気が良くなれば税収は増える
　日本社会の最大の問題でもある「人口減少」と「少子化」
の根本的な理由の一つに所得が増えないという経済的問題
があります。厚生労働省は月額1万円の児童手当を３年間延
長し、高校卒業まで給付すると発表しました。この施策で子
育て世帯は助かりますが、同時に、すべての世帯収入が月
１万円上がるような経済政策を実施すべきです。

　財務省は「防衛予算に１兆円」「異次元の子育て支援に
１兆円」の財源が足りないとの理由で増税や社会保険料の
増額を視野に入れています。絶対にやるべきではありません。
景気の「気」は気分の「気」とも言われています。増税などを
して、消費マインドを冷え込ませるべきではなく、又、増税な
どをしなくても、景気が良くなり経済が活性化すれば税収は
自然に上がります。一度の買い物で1,000円を使っていた消
費者が、安心して2,000円の買い物ができるようになれば、そ
れだけで消費税の税収は100円→200円と倍増するのです。

社会保険料の増額は世紀の愚策！
　政府は、子育て支援の財源に社会保険料の増額を検討し
ていますが、これは増税以上にやるべきではない愚策です。
黒字の法人にしか課税されない「法人税」は、増税しても赤
字法人には影響ありません。実際に国内の企業で法人税を
納めている黒字会社は全体の３割程度です。それに引き換
え「社会保険料」は赤字会社を含むすべての法人が労使折
半で負担しなくてはなりません。社会保険料は標準月額報酬
（従業員の給料とボーナス）で決定するため、経営者は給料
を下げ、賃上げを止め、更には正規雇用をやめて非正規従業
員を雇うような方向に行かざるを得なくなります。社会保険料
の増額で子育て支援など、本末転倒です。20年以上に渡り私
が言い続けている「集めた税金を使う側でなく、働いて税金
を払う側の政治」をしなくてはなりません。今、この国に必要
なのは「身を切る改革」よりも「国民の身を肥やす政策」なの
です。

財源はある！
　財務省の2021年度の税収見積もりは57兆円でしたが、決
算ではなんと10兆円増収の67兆円でした。税収見積もりを10
兆円も外していることに霞が関の劣化を感じますが、コロナ
禍で国民経済が本当に苦しんでいる中で、対前年度比で１割
も税収を増やしていたことには驚愕します。国民の家計が苦
しいときは税金を集めるのではなく、税金を国民に戻すべき
です。そればかりか、2022年度の税収は過去最高額の68兆
円。今年度の税収見積もりはなんと70兆円を超える見込みで
す。「防衛費に１兆円足りない」「子育て支援に１兆円足りな
い」は偽りです。財源はしっか
り、十分にあるのです。

　衆議院解散総選挙の可能
性が囁かれる秋の臨時国会
以降も、「対決より解決」の
姿勢を貫き、「給料の上がる
日本経済」「自分の国は自
分で守る」「人づくりは国づく
り」の政策の実現に向けて全
力で働いてまいります。

国民民主党幹事長
参議院議員
榛葉賀津也
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○
議
長
（
尾
辻
秀
久
君
）
榛
葉
賀
津
也
君
。

　
　
　
〔
榛
葉
賀
津
也
君
登
壇
、
拍
手
〕

○
榛
葉
賀
津
也
君　

私
は
、
国
民
民
主
党
・
新
緑
風
会
を

代
表
し
て
、
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
防
衛
三
文
書

に
対
し
、
総
理
に
質
問
し
ま
す
。

　

ア
メ
リ
カ
Ｃ
Ｉ
Ａ
の
バ
ー
ン
ズ
長
官
が
、
今
年
二
月
、

中
国
国
家
主
席
が
二
〇
二
七
年
ま
で
に
台
湾
を
攻
撃
す
る

準
備
を
整
え
る
よ
う
軍
に
命
じ
た
旨
の
機
密
情
報
を
把
握

し
て
い
る
、
習
近
平
の
野
心
を
過
小
評
価
す
べ
き
で
な
い

と
発
言
し
、
警
鐘
を
鳴
ら
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
西
側
各
国
で
開
催
さ
れ
て
い
る
昨
今
の
安
保
関

連
会
議
で
は
、
も
は
や
戦
後
は
終
わ
り
、
戦
前
に
突
入
し

て
い
る
、
第
三
次
世
界
大
戦
は
絵
空
事
で
は
な
い
と
い
う

切
迫
感
と
緊
張
感
漂
う
議
論
が
さ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

ま
す
。
米
中
が
対
立
関
係
か
ら
敵
対
関
係
に
な
り
つ
つ
あ

る
今
、
外
交
安
保
上
、
日
本
の
存
在
が
極
め
て
重
要
に

な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
総
理
は
欧
米
諸
国
と
情
報
や

危
機
感
を
共
有
さ
れ

て
い
ら
っ
し
ゃ
る
で

し
ょ
う
か
。
お
答
え

く
だ
さ
い
。

　

防
衛
三
文
書
に
よ

り
、
日
本
の
安
保
政

策
に
長
年
こ
び
り
つ

い
て
い
た
基
盤
的
防

衛
力
構
想
の
呪
縛
か

ら
解
放
さ
れ
た
こ
と

は
率
直
に
評
価
し
ま

す
。
ま
た
、
今
三
文

書
は
、
我
々
立
法
府

が
、
現
実
か
ら
目
を
背
け
、
リ
ア
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
国
防

議
論
を
長
年
後
回
し
に
し
て
き
た
過
去
か
ら
の
決
別
す
る

ト
リ
ガ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
新
た
な
防
衛
政
策
の
柱
の
一
つ
が
反
撃
能
力
の

保
有
で
す
。
こ
れ
は
自
衛
の
た
め
に
必
要
な
、
戦
争
を
さ

せ
な
い
た
め
の
抑
止
力
で
あ
り
、
国
民
民
主
党
は
そ
の
能

力
の
保
有
を
理
解
し
ま
す
。
反
撃
能
力
を
自
衛
権
の
発
動

と
し
て
行
使
す
る
に
は
国
会
の
承
認
が
必
要
で
あ
り
、
そ

う
で
あ
る
以
上
、
専
守
防
衛
に
反
す
る
と
の
批
判
は
当
た

ら
な
い
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す
。
相
手
国
に
よ
る
第
一
撃

着
手
の
認
定
が
難
し
い
の
は
事
実
で
す
が
、
そ
れ
以
降
の

攻
撃
を
抑
止
す
る
に
は
反
撃
能
力
が
有
用
な
の
は
論
を
ま

ち
ま
せ
ん
。

　

日
本
が
反
撃
能
力
を
持
つ
と
、
相
手
国
が
更
に
軍
備
を

増
強
す
る
と
い
う
指
摘
も
論
理
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
戦

後
七
十
七
年
間
、
日
本
は
反
撃
能
力
を
持
た
ず
に
来
ま
し

た
が
、
そ
れ
を
尻
目
に
軍
拡
を
続
け
て
き
た
の
は
中
国
、

ロ
シ
ア
と
北
朝
鮮
で
あ
り
ま
す
。
憲
法
の
範
囲
内
で
の
反

撃
能
力
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
総
理
の
説
得
力
あ
る
説
明

を
求
め
ま
す
。

　

現
代
戦
の
難
し
さ
は
、
平
時
と
有
事
が
シ
ー
ム
レ
ス
で

あ
り
、
非
軍
事
部
門
が
極
め
て
重
要
に
な
っ
て
い
る
点
に

あ
り
ま
す
。
あ
る
専
門
家
は
、
軍
事
的
手
段
と
非
軍
事
的

手
段
の
割
合
は
一
対
四
。
つ
ま
り
、
戦
い
の
八
割
が
サ
イ

バ
ー
な
ど
の
非
軍
事
部
門
に
な
っ
て
い
る
と
明
言
し
ま
し

た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
お
い
て
も
、
侵
略
の
四
十
日
も
前
か

ら
ロ
シ
ア
に
よ
る
大
規
模
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
が
始
ま
っ
て

い
ま
し
た
。

　

我
が
国
の
致
命
的
な
弱
点
が
こ
の
サ
イ
バ
ー
で
、
日
米

同
盟
の
最
大
の
障
壁
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
二
一
年

に
イ
ギ
リ
ス
国
際
戦
略
研
究
所
が
各
国
の
サ
イ
バ
ー
能
力

の
分
析
を
行
い
、
世
界
ト
ッ
プ
の
第
一
レ
ベ
ル
は
ア
メ
リ

カ
で
し
た
が
、
日
本
は
何
と
イ
ラ
ン
、
ベ
ト
ナ
ム
、
北
朝

鮮
と
同
じ
最
も
低
い
第
三
レ
ベ
ル
、
一
部
を
除
け
ば
、
重

大
な
弱
点
を
抱
え
る
国
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
ま
し
た
。

愕
然
と
し
ま
す
。
総
理
、
一
昔
前
ま
で
Ｉ
Ｔ
国
家
と
言
わ

れ
て
い
た
日
本
が
、
な
ぜ
こ
ん
な
に
も
弱
体
化
し
て
し

ま
っ
た
と
お
考
え
で
す
か
。
御
説
明
く
だ
さ
い
。

　

今
の
日
本
に
必
要
な
の
は
、
人
材
の
育
成
と
法
律
の
整

備
で
す
。
世
界
は
今
、
サ
イ
バ
ー
に
お
い
て
も
、
苛
烈
な

人
づ
く
り
競
争
を
し
て
お
り
、
日
本
は
そ
の
競
争
に
完
全

に
後
れ
を
取
っ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
こ
れ
は
国
防
の
問

題
で
は
な
く
、
教
育
の
問
題
と
も
言
え
ま
す
。
国
防
に
お

い
て
こ
そ
人
づ
く
り
は
国
づ
く
り
な
の
で
す
。

　

日
本
が
参
照
す
べ
き
国
が
あ
り
ま
す
。
イ
ス
ラ
エ
ル
で

す
。
か
つ
て
サ
イ
バ
ー
先
進
国
で
は
な
か
っ
た
イ
ス
ラ
エ

ル
は
、
十
年
以
上
前
か
ら
教
育
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
変
え
、

小
中
学
校
で
サ
イ
バ
ー
の
基
礎
を
教
え
、
全
て
の
高
校
で

サ
イ
バ
ー
を
必
須
科
目
に
し
ま
し
た
。
各
大
学
に
は
サ
イ

バ
ー
の
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
置
し
、
最
先
端
技
術
を
軍
や

民
間
企
業
と
共
有
し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
学
ん
だ
の
が
韓
国
で
す
。
国
防
省

と
大
学
が
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
、
サ
イ
バ
ー
を
専

門
的
に
学
ぶ
学
生
の
学
費
を
免
除
す
る
な
ど
、
韓
国
も
官

民
を
挙
げ
て
努
力
を
重
ね
て
い
ま
す
。

〜
本
会
議
で
の
質
問
議
事
録
を
掲
載
し
ま
し
た
〜

【
国
の
安
全
保
障
政
策
に
関
す
る

　
「
防
衛
三
文
書
」
に
つ
い
て
、
岸
田
総
理
に
質
問
】

令
和
五
年
四
月
二
十
六
日 

参
議
院
本
会
議
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総
理
、
日
本
も
他
国
の
成
功
事
例
を
参
考
に
し
て
、
本

気
で
サ
イ
バ
ー
教
育
の
見
直
し
に
取
り
組
み
ま
せ
ん
か
。

総
理
の
覚
悟
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
の
導
入
が
急
務
で
す
が
、
憲
法

や
法
律
が
障
壁
と
な
っ
て
い
ま
す
。
憲
法
九
条
と
の
関
係

で
は
、
サ
イ
バ
ー
空
間
は
領
海
や
領
空
と
い
っ
た
よ
う
な

明
確
な
境
界
が
な
く
、
専
守
防
衛
の
概
念
は
そ
ぐ
わ
ず
、

憲
法
二
十
一
条
の
通
信
の
秘
密
は
国
民
に
限
定
さ
れ
る
権

利
と
の
解
釈
を
明
確
に
す
べ
き
と
の
指
摘
も
あ
り
ま
す

が
、
総
理
の
お
考
え
を
お
伺
い
し
ま
す
。
ま
た
、
電
気
通

信
事
業
法
を
始
め
不
正
ア
ク
セ
ス
禁
止
法
や
ウ
イ
ル
ス
作

成
罪
な
ど
の
刑
法
を
ま
と
め
た
サ
イ
バ
ー
安
全
保
障
基
本

法
等
を
策
定
す
る
な
ど
、
一
刻
も
早
い
対
応
が
必
要
と
考

え
ま
す
が
、
併
せ
て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

　

有
事
の
際
、
最
優
先
す
べ
き
は
国
民
保
護
で
す
。
そ
の

た
め
の
基
本
的
な
イ
ン
フ
ラ
整
備
に
つ
い
て
、
総
理
に
お

伺
い
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て
で
す
。
北
朝
鮮
に
よ
る

常
軌
を
逸
し
た
弾
道
ミ
サ
イ
ル
の
発
射
で
、
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
に
は
信
頼
性
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ミ
サ
イ

ル
発
射
か
ら
伝
達
ま
で
の
時
間
短
縮
や
軌
道
の
見
極
め
な

ど
、
よ
り
精
度
を
高
め
る
た
め
の
改
善
を
強
く
求
め
ま
す
。

　

他
方
、
全
国
で

防
災
行
政
無
線

が
整
備
さ
れ
て
い

な
い
市
町
村
が
昨

年
三
月
段
階
で

七
十
三
団
体
も
あ

り
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト

と
防
災
行
政
無
線

が
連
携
し
て
い
な

い
自
治
体
も
存
在

し
、
そ
の
中
に
は

県
庁
所
在
地
や

中
核
市
も
含
ま
れ
ま
す
。
論
外
で
あ
り
ま
す
。
防
災
行
政

無
線
の
設
置
や
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
接
続
は
行
政
の
責
務
で
あ

り
、
一
刻
も
早
く
改
善
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
総
理
の

見
解
を
求
め
ま
す
。

　

最
後
に
、
有
事
に
お
け
る
自
衛
隊
の
輸
送
や
国
民
保
護

の
た
め
の
港
湾
、
空
港
、
鉄
道
の
有
効
利
用
に
つ
い
て
お

伺
い
し
ま
す
。

　

台
湾
有
事
は
日
本
の
有
事
で
あ
り
ま
す
。
先
島
諸
島
を

始
め
と
す
る
南
西
地
域
の
港
湾
、
空
港
な
ど
の
整
備
と
利

活
用
は
極
め
て
重
要
で
す
。
し
か
し
、
現
実
は
、
自
衛
隊

の
艦
船
が
接
岸
し
よ
う
に
も
で
き
な
い
港
が
多
数
存
在
し

ま
す
。
例
え
ば
、
台
湾
か
ら
僅
か
百
十
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

に
位
置
す
る
与
那
国
島
。
特
定
公
共
施
設
利
用
法
に
よ
り

利
用
で
き
る
の
は
与
那
国
島
の
祖
納
港
だ
け
で
す
が
、
吃

水
六
メ
ー
ト
ル
の
輸
送
艦
や
吃
水
十
一
メ
ー
ト
ル
の
護
衛

艦
は
水
深
僅
か
五
・
五
メ
ー
ト
ル
の
祖
納
港
に
は
入
港
で

き
ま
せ
ん
。
他
の
離
島
も
同
じ
よ
う
な
状
況
で
す
。

　

総
理
、
南
西
諸
島
の
港
湾
に
自
衛
隊
の
艦
船
が
接
岸
で

き
な
い
な
ど
あ
り
得
ま
せ
ん
。
改
修
す
べ
き
は
早
急
に
改

修
し
、
今
後
は
港
湾
の
建
設
当
初
か
ら
有
事
を
想
定
し
た

水
深
の
確
保
を
す
べ
き
と
考
え
ま
す
が
、
総
理
の
見
解
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

空
港
も
し
か
り
で
す
。
輸
送
機
や
戦
闘
機
の
離
発
着
に

は
三
千
メ
ー
ト
ル
級
の
滑
走
路
が
望
ま
れ
ま
す
が
、
条
件

を
満
た
す
飛
行
場
は
那
覇
空
港
と
下
地
島
空
港
の
二
か
所

だ
け
で
す
。
し
か
も
、
下
地
島
空
港
は
い
わ
ゆ
る
屋
良
覚

書
が
あ
り
、
軍
事
利
用
が
で
き
ま
せ
ん
。
南
西
諸
島
の
空

の
拠
点
が
余
り
に
も
脆
弱
で
す
が
、
総
理
の
認
識
を
お
伺

い
し
ま
す
。
ま
た
、
沖
縄
県
民
の
安
全
の
た
め
に
も
、
屋

良
覚
書
に
つ
い
て
県
と
真
摯
に
話
し
合
う
時
期
に
来
て
い

る
と
考
え
ま
す
が
、
併
せ
て
総
理
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

今
も
昔
も
、
鉄
道
は
国
防
に
と
っ
て
重
要
な
イ
ン
フ
ラ

で
す
。
自
衛
隊
は
、
か
つ
て
の
北
方
防
衛
の
名
残
か
ら
、

弾
薬
の
約
七
割
を
北
海
道
に
備
蓄
し
て
い
ま
す
。
有
事
の

際
、
弾
薬
や
戦
車
な
ど
を
南
西
方
面
に
輸
送
す
る
に
は
鉄

道
貨
物
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
約
五
十
ト
ン
あ
る

戦
車
を
載
せ
る
貨
車
や
ク
レ
ー
ン
が
な
い
、
ト
ン
ネ
ル
が

戦
車
の
幅
よ
り
狭
く
通
過
で
き
な
い
、
鉄
橋
が
戦
車
の
重

量
に
耐
え
ら
れ
な
い
な
ど
、
問
題
は
山
積
で
す
。

　

ま
た
、
函
館
―
長
万
部
間
を
走
る
函
館
線
は
北
海
道
と

本
州
を
結
ぶ
唯
一
の
路
線
で
す
が
、
廃
線
の
危
機
に
直
面

し
、
仮
に
廃
線
と
な
れ
ば
、
貨
物
輸
送
に
は
重
大
な
影
響

が
出
ま
す
。

　

鉄
道
イ
ン
フ
ラ
の
維
持
整
備
は
国
防
の
生
命
線
で
あ
り

ま
す
。
採
算
ベ
ー
ス
の
み
で
存
続
の
是
非
を
決
め
る
の
で

は
な
く
、
国
防
の
観
点
か
ら
国
が
責
任
を
持
つ
べ
き
だ
と

考
え
ま
す
が
、
総
理
の
認
識
を
お
伺
い
し
ま
す
。

　

理
想
を
胸
に
秘
め
な
が
ら
も
、
国
家
と
国
民
を
守
る
た

め
に
、
現
実
を
直
視
し
、
行
動
に
移
す
。
ま
さ
に
安
全
保

障
政
策
こ
そ
対
決
よ
り
解
決
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
申
し

上
げ
、
私
の
質
問
を
終
わ
り
ま
す
。
（
拍
手
）

　
　
　
〔
内
閣
総
理
大
臣
岸
田
文
雄
君
登
壇
、
拍
手
〕

○
内
閣
総
理
大
臣
（
岸
田
文
雄
君
） 

榛
葉
賀
津
也
議
員
の

御
質
問
に
お
答
え
い
た
し
ま
す
。

　

台
湾
情
勢
を
含
む
外
交
・
安
全
保
障
に
お
け
る
欧
米
諸

国
と
の
連
携
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。
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台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
は
、
我
が
国
の
安
全
保
障
は

も
と
よ
り
、
国
際
社
会
全
体
の
安
定
に
と
っ
て
も
重
要
で

す
。
台
湾
を
め
ぐ
る
問
題
が
対
話
に
よ
り
平
和
的
に
解
決

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
と
い
う
の
が
、
従
来
か
ら
の
一

貫
し
た
我
が
国
の
立
場
で
す
。
こ
の
点
、
こ
れ
ま
で
も
、

一
月
の
日
米
首
脳
会
談
を
始
め
米
国
や
Ｇ
７
各
国
首
脳
と

の
間
で
は
緊
密
な
情
報
、
意
見
交
換
を
行
っ
て
き
て
お

り
、
台
湾
海
峡
の
平
和
と
安
定
の
重
要
性
に
つ
い
て
一
致

を
し
て
お
り
ま
す
。

　

な
お
、
米
中
関
係
の
安
定
は
国
際
社
会
に
と
っ
て
も
極

め
て
重
要
で
あ
り
、
引
き
続
き
、
同
盟
国
た
る
米
国
と
の

強
固
な
信
頼
関
係
の
下
、
様
々
な
協
力
を
進
め
つ
つ
、
中

国
に
対
し
て
大
国
と
し
て
の
責
任
を
果
た
す
よ
う
働
き
か

け
て
ま
い
り
ま
す
。

　

反
撃
能
力
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。

　

近
年
、
我
が
国
周
辺
で
は
、
質
、
量
共
に
ミ
サ
イ
ル
戦

力
が
著
し
く
増
強
さ
れ
、
既
存
の
ミ
サ
イ
ル
防
衛
網
だ
け

で
完
全
に
対
応
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
り
つ
つ
あ
る
と
い

う
現
実
が
あ
り
、
我
が
国
は
こ
れ
ら
に
対
応
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
状
況
に
置
か
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
反
撃
能
力
は
、
相
手
に
攻
撃
を
思
い

と
ど
ま
ら
せ
る
抑
止
力
と
し
て
保
有
す
る
も
の
で
あ
り
、

こ
れ
に
よ
り
武
力
攻
撃
そ
の
も
の
の
可
能
性
を
低
下
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
反
撃
能

力
は
、
憲
法
、
国
際
法
、
国
内
法
の
範
囲
内
で
運
用
さ

れ
、
専
守
防
衛
を
堅
持
し
、
先
制
攻
撃
は
許
さ
れ
な
い
、

こ
う
し
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

そ
し
て
、
我
が
国
の
サ
イ
バ
ー
能
力
と
人
材
育
成
に
つ

い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。

　

我
が
国
に
お
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
、
重
要
イ
ン
フ
ラ
事

業
者
等
の
多
様
な
主
体
が
緊
密
に
連
携
し
、
サ
イ
バ
ー

攻
撃
か
ら
の
防
御
に
努
め
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
サ
イ

バ
ー
攻
撃
の
深
刻
化
、
巧
妙
化
や
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の

複
雑
化
に
よ
り
サ
イ
バ
ー
空
間
上
の
脅
威
が
高
ま
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
対
策
の
更
な
る
強
化
が
必
要
で
あ
る
と
認

識
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

我
が
国
の
サ
イ
バ
ー
教
育
に
つ
い
て
は
、
初
等
中
等
教

育
段
階
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
安
全
な
使
い
方
等
の

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
さ
せ
る

と
と
も
に
、
大
学
等
に
お
い
て
は
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
ー
分
野
を
含
む
高
度
な
技
術
、
専
門
知
識
を
有
す
る

専
門
人
材
が
育
成
さ
れ
る
よ
う
、
教
育
内
容
の
充
実
を

図
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
サ
イ
バ
ー
空
間
上
の
脅
威
の
高
ま
り
に
応

じ
て
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
分
野
を
含
め
た
デ
ジ

タ
ル
人
材
の
育
成
、
確
保
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
と
憲
法
そ
の
他
の
現
行
法
令
と

の
関
係
や
早
期
の
法
整
備
等
の
必
要
性
に
つ
い
て
お
尋
ね

が
あ
り
ま
し
た
。

　

政
府
と
し
て
は
、
国
家
安
全
保
障
戦
略
に
基
づ
き
、
能

動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
等
の
実
施
の
た
め
、
体
制
を
整
備
す

る
と
と
も
に
、
法
制
度
の
整
備
や
運
用
の
強
化
を
図
る
こ

と
と
し
て
お
り
、
憲
法
そ
の
他
の
現
行
法
令
と
の
関
係
も

整
理
し
つ
つ
、
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
武
力
攻
撃
に
至
ら
な
い
場
合
の
措
置
と
し
て
実

施
す
る
能
動
的
サ
イ
バ
ー
防
御
が
武
力
の
行
使
に
該
当
す

る
こ
と
は
想
定
し
て
お
ら
ず
、
専
守
防
衛
に
反
し
な
い
と

い
う
こ
と
は
言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

政
府
と
し
て
は
、
サ
イ
バ
ー
安
全
保
障
分
野
で
の
対
応

能
力
の
向
上
は
喫
緊
の
課
題
と
認
識
を
し
て
お
り
、
ス

ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
具
体
化
に
向
け
た
議
論
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て
お
尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、
国
民
の
皆
様
が
避
難
す
る

時
間
を
少
し
で
も
長
く
確
保
す
る
観
点
か
ら
、
必
要
な
シ

ス
テ
ム
改
修
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
同
時
に
、

ミ
サ
イ
ル
の
探
知
・
追
尾
能
力
を
よ
り
一
層
高
め
る
こ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
レ
ー
ダ
ー
の
能
力
向
上
に
も

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線
等
の
整
備
や
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
と
の

自
動
連
携
に
つ
い
て
は
、
財
政
措
置
を
設
け
て
、
全
て
の

市
町
村
で
早
期
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
働
き
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

今
後
と
も
、
国
民
の
皆
様
の
安
全
、
安
心
を
確
保
す
る

た
め
、
よ
り
迅
速
か
つ
的
確
な
情
報
提
供
に
努
め
て
ま
い

り
ま
す
。

　

有
事
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
の
有
効
利
用
等
に
つ
い
て
お

尋
ね
が
あ
り
ま
し
た
。

　

御
指
摘
の
よ
う
に
、
南
西
諸
島
に
お
い
て
は
、
港
湾
の

喫
水
の
課
題
や
飛
行
場
が
限
ら
れ
て
い
る
と
い
っ
た
課
題

が
あ
り
、
自
衛
隊
が
多
様
な
港
湾
、
空
港
を
使
用
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

国
家
安
全
保
障
戦
略
に
お
い
て
は
、
総
合
的
な
防
衛
体

制
の
強
化
の
一
環
と
し
て
、
空
港
、
港
湾
等
の
公
共
イ
ン

フ
ラ
の
整
備
や
機
能
を
強
化
す
る
政
府
横
断
的
な
仕
組
み

を
創
設
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
関
係
省
庁
間
の
連
携
に

よ
り
、
早
急
に
取
り
組
む
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
有
事
の
際
に
は
、
鉄
道
を
含
め
た
様
々
な
民
間

輸
送
力
を
活
用
す
る
こ
と
が
想
定
を
さ
れ
ま
す
。
そ
う

し
た
こ
と
も
念
頭
に
、
我
が
国
の
基
幹
的
な
鉄
道
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
維
持
や
機
能
強
化
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。
（
拍
手
）
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答えは裏面下にあります

　ロシアによるウクライナ侵攻から1年半以上が経つ。世界
秩序を維持する立場にある国連常任理事国が国連憲章を
無視して行った蛮行が許されるはずもない。そして、ロシア
と並んで国際秩序を脅かしているのが中国だ。中国は軍事
予算を1992年から30年間で約40倍に増やし、軍事力を大
幅に強化している。米国中央情報局（CIA）のバーンズ長官
が本年2月、「中国の国家主席が、2027年までに台湾攻撃
の準備を整えるよう軍に命じた機密情報を把握している」
「習近平の野心を過小評価すべきでない」と異例の発言を
し、警鐘を鳴らした。

　米中を軸とした現在の厳しい安全保障環境を、かつて
の米ソ冷戦に準えて「新たな冷戦」と表現することがある
が、日本にとってそれはあたらない。我が国を取り巻く現状
は「冷戦」などという生易しいものではないからだ。米ソの
冷戦時代に北朝鮮のミサイルが日本の上空を飛来したこと
などは一度たりともなく、北朝鮮は弾道ミサイルも核兵器も

持っていなかった。冷戦時代、中
国による尖閣諸島への領海侵犯
は一度もなく、我が国の排他的経
済水域（EEZ）内に弾道ミサイル
を打ち込むなどということも皆無
だった。冷たい戦争ではなく、本
当の戦争の危機が、我々の目前
に迫りつつあることを自覚しなく
てはならない。中国、ロシア、北朝
鮮と言った日本の隣国に位置する

「権威主義国家」が剥きだしの力で、一方的に世界の秩序
を変えようとしているのだ。
　米ソ冷戦当時、ソ連の経済は米国の半分以下だったが、
中国経済は米国に肩を並べつつあり、米中逆転さえ視野に
入ってきている。巨大な経済力をバックに急速に軍事力を
増強させ、「米国を凌ぐ軍隊を持つ」という明確な国家目標
を掲げているのだ。米国は、オバマ大統領時代に「米国は
もはや世界の警察官ではない」と宣言し、その役割を降り
た。トランプ大統領は米国が維持してきたアジアとヨーロッ
パ、東西二つの敵と戦って同時に勝つという「二正面作戦」
を放棄し、「一正面戦略」に切り替えた。バイデン大統領は
「もはや一つの正面でも米国単独では対処できない」と明
言している。憲法9条の下で米国に依存して日本の安全を確
保するという時代は完全に終わっているのだ。

　世界各地で開催される安保関連会議では、「現代は世界
大戦前夜と言っても過言ではない」という緊張感漂う議論
がされている。「平和の理想」を現実のものにするには「厳
しい現実」を直視し、あらゆる可能性を冷静に分析し、有事
に備え、抑止力を保持することが重要だ。にもかかわらず、
その当たり前が、未だにでき
ていないのが日本だ。「自分
の国は、自分で守る」という国
民民主党の政策の柱は、独立
国家の最低限の意思表示で
あることを忘れてはならない。


